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平成30年度入学者選抜概要

◆　入学定員・募集人員

◆　選抜日程

※１�　看護学科ＡＯ入試６名のうち１名は特別活動選抜です。
　２�　推薦入試の募集人員には、「県内者」・「県外者」の枠を設定しています。（「県内者」「県外者」の区分

及び募集人員については、平成30年度入学者選抜要項11ページの特別選抜方法（推薦入試）を参照して
ください。）

　３�　特別選抜において入学手続き完了者が募集人員に満たない場合は、その欠員数を前期日程に含めて選
抜します。

学　　　部

・

学　科　名

入　　学

定　　員

募 集 人 員

一 般 入 試
Ａ　　Ｏ

入　　試

特　 別　 選　 抜

前　　期

日　　程

後　　期

日　　程

推　　薦

入　　試

社 会 人
・

学　　士

帰　　国

子 女 等

私費外国

人留学生

健

康

科

学

部

看護学科 100名 47名 ８名 ６名 35名 ２名 １名 １名

理学療法
学　　科

30名 14名 ３名 ２名 10名 １名 － －

社会福祉
学　　科

50名 25名 ６名 ４名 14名 １名 － －

栄養学科 30名 19名 ３名 － ８名 － － －

計 210名 105名 20名 12名 67名 ４名 １名 １名

選　抜　区　分 出 願 期 間 試　　験　　日 合 格 発 表 入　学　手　続

Ａ　

Ｏ　

入　

試

看
護
学
科
・
理
学
療
法
学
科
・
社
会
福
祉
学
科

１次選抜

平成29年

８月１日（火）～

８月４日（金)

書類選考
平成29年

８月18日（金）

平成29年

10月６日（金）～

10月17日（火)

２次選抜 平成29年９月16日（土）
平成29年

９月22日（金）

３次選抜 平成29年９月30日（土）
平成29年

10月６日（金）

特 

別 

選 

抜

社会人・学士

平成29年

７月10日（月）～

７月13日（木）

平成29年８月26日（土）
平成29年

９月１日（金）

平成29年

９月１日（金）～

９月13日（水）

推 薦 入 試 平成29年

11月１日（水）～

11月７日（火）

平成29年11月23日（木・祝日）
平成29年

12月１日（金）

平成29年

12月１日（金）～

12月1１日（月）帰国子女等

私費外国人
留 学 生

平成30年

１月22日（月）～

１月31日（水）

平成30年２月25日（日）
平成30年

３月５日（月）

平成30年

３月５日（月）～

３月15日（木）

一 

般 

入 

試

前 期 日 程
平成30年

１月22日（月）～

１月31日（水）

平成30年２月25日（日）
平成30年

３月５日（月）

平成30年

３月５日（月）～

３月15日（木）

後 期 日 程 平成30年３月12日（月）
平成30年

３月2１日（水・祝日）

平成30年

３月2１日 （水・祝日）～

３月27日（火）

� ※平成30年度入学者選抜大学入試センター試験　平成30年１月13日（土）、14日（日）
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Ⅰ　一般入試募集要項

１　募集人員

　　＊　一般入試は、分離分割方式により前期日程、後期日程に分けて募集します。

　　＊�　特別選抜において入学手続き完了者が募集人員に満たない場合は、その欠員数を前期日程に含めて選抜

します。

　　＊　同一の試験日程グループに属する大学・学部に併願することはできません。

２　出願資格

　�　本学に入学を志願できる者は、次の各号のいずれかに該当し、かつ平成30年度大学入学者選抜大学入試セン

ター試験で本学の指定する教科・科目を受験していることを要します。

　⑴　高等学校（中等教育学校の後期課程を含む。以下同じ。）を卒業した者及び平成30年３月卒業見込みの者

　⑵　通常の課程による12年の学校教育を修了した者及び平成30年３月修了見込みの者

　⑶�　学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第150条の規定により、高等学校を卒業した者と同等以

上の学力があると認められる者及び平成30年３月31日までにこれに該当する見込みの者

　　（以下に列挙）

　　ア�　外国において、学校教育における12年の課程を修了した者及び平成30年３月修了見込みの者、又はこれ

らに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの

　　イ�　文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を修

了した者及び平成30年３月修了見込みの者

　　ウ�　専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすもの

に限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者

　　エ　文部科学大臣の指定した者

　　オ�　高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者（旧規程による大学入学

資格検定に合格した者を含む。）及び平成30年３月31日までに合格見込みの者

　　カ�　学校教育法第90条第２項の規定により大学に入学した者であって、当該者をその後に入学させる大学に

おいて、大学における教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの

　　キ�　本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

で、平成30年３月31日までに18歳に達するもの

３　入学者の選抜方法

　�　入学者の選抜は、大学入試センター試験及び本学が実施する個別学力検査等の成績並びに調査書の内容を総

合して行います。（大学入試センター試験及び個別学力検査等の内容及び配点等については次ページ以降に掲

載。）

学部・学科名
募　　集　　人　　員

前 期 日 程 後 期 日 程

健

康

科
学

部

看　護　学　科 47名 ８名

理学療法学科 14名 ３名

社会福祉学科 25名 ６名

栄　養　学　科 19名 ３名

計 105名 20名
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　⑴　大学入試センター試験及び個別学力検査等の内容及び配点等

学 部 ・ 学 科 ・ 選 抜 区 分
大　学　入　試　セ　ン　タ　ー　試　験

教科 科　　目　　名　　等 科　目　選　択　方　法　等

健

康

科

学

部

看 護 学 科

前期日程

国語 「国語」 【必須】

地理歴史
･ 公民

「世界史Ｂ」「日本史Ｂ」「地理Ｂ」
「現代社会」「倫理」「政治・経済」「倫理、政治・経済」

【１科目選択】
※２科目受験した場合は、第１解答科目
を合否判定に用いる。

数学 「数学Ⅰ・数学Ａ」 【必須】

理科

「物理」「化学」「生物」から２科目
または
「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」から
２科目

【「基礎を付していない科目」から２科目
選択または「基礎を付した科目」から２
科目選択】
※「基礎を付していない科目」から２科
目を選択した場合は、当該選択２科目の
合計得点をそのまま合否判定に用いる。
　また、「基礎を付した科目」から２科
目を選択した場合は、理科以外の４科目
の合計得点に当該選択２科目の合計得点
を加えた600点満点を700点満点に換算
し、合否判定に用いる。

外国語 「英語（筆記及びリスニング）」

【必須】
※筆記又はリスニングのいずれか一方を
受験しなかった場合は、出願資格を有し
ない。

後期日程

国語 「国語」 【必須】

数学 「数学Ⅰ・数学Ａ」 【必須】

理科

「物理」「化学」「生物」から１科目
または
「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」から
２科目

【「基礎を付していない科目」から１科目
選択または「基礎を付した科目」から２
科目選択】
※「基礎を付していない科目」から１科
目および「基礎を付した科目」から２科
目受験した場合は、得点の高い科目を合
否判定に用いる。
※「基礎を付していない科目」から２科
目受験した場合は、第１解答科目を合否
判定に用いる。

外国語 「英語（筆記及びリスニング）」

【必須】
※筆記又はリスニングのいずれか一方を
受験しなかった場合は、出願資格を有し
ない。

理学療法学科

前期日程

国語 「国語」 【必須】

数学 「数学Ⅰ・数学Ａ」「数学Ⅱ・数学Ｂ」 【２科目必須】

理科

「物理」「化学」「生物」から２科目
または
「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」から
２科目

【「基礎を付していない科目」から２科目
選択または「基礎を付した科目」から２
科目選択】
※「基礎を付していない科目」から２科
目を選択した場合は、当該選択２科目の
合計得点をそのまま合否判定に用いる。
　また、「基礎を付した科目」から２科
目を選択した場合は、理科以外の４科目
の合計得点に当該選択２科目の合計得点
を加えた700点満点を800点満点に換算
し、合否判定に用いる。

外国語 「英語（筆記及びリスニング）」

【必須】
※筆記又はリスニングのいずれか一方を
受験しなかった場合は、出願資格を有し
ない。

後期日程

国語 「国語」 【必須】

数学 「数学Ⅰ・数学Ａ」「数学Ⅱ・数学Ｂ」 【２科目必須】

理科

「物理」「化学」「生物」から２科目
または
「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」から
２科目

理学療法学科　前期日程 理科
と同様の取扱いとする。

外国語 「英語（筆記及びリスニング）」

【必須】
※筆記又はリスニングのいずれか一方を
受験しなかった場合は、出願資格を有し
ない。

｝から１科目
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　⑴　大学入試センター試験及び個別学力検査等の内容及び配点等

【配点等】欄
注１　�上段は「基礎を付していない科目」を選択した場合における配点を、また下段は「基礎を付した科目」

を選択した場合における配点を指す。
注２　「面接」は、点数化せず、総合判定資料として合否判定に用いる。
注３　「面接」内容は、集団討論（討論課題についてのまとめ文作成を含む）および個別面接とする。
注４　「面接」内容は、集団討論および個別面接とする。

個別学力検査等 配　　　　　点　　　　　等

教科名 科目名等 ２段階選抜 試験の区分 国語 地理歴史 公民 数学 理科 外国語 小論文 面接 配点合計

その他 小論文
面接

－

大学入試　　
センター試験

100 100 100
200

 注１
100

200 700

個別学力検査 100  注２ 100

計 100 100 100 200 200 100 800

その他 面接 －

大学入試　　
センター試験

100 100 100 100 400

個別学力検査
 注３

200
200

計 100 100 100 100 200 600

その他 小論文
面接

－

大学入試　　
センター試験

200 200
200

 注１
100

200 800

個別学力検査 100  注２ 100

計 200 200 200 200 100 900

その他 面接 －
大学入試　　
センター試験

200 200
200

 注１
100

200 800

個別学力検査
 注４

200
200

計 200 200 200 200 200 1000
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学 部 ・ 学 科 ・ 選 抜 区 分
大　学　入　試　セ　ン　タ　ー　試　験

教科 科　　目　　名　　等 科　目　選　択　方　法　等

健

康

科

学

部

社会福祉学科

前期日程

国語 「国語」 【必須】

地理歴史
・公民

「世界史Ｂ」「日本史Ｂ」「地理Ｂ」から１科目
「現代社会」「倫理」「政治・経済」「倫理、政治・経済」から１科目

【２科目選択】

数学
・
理科

次の①②いずれかを選択
①「数学Ⅰ・数学Ａ」
②「物理」「化学」「生物」「地学」から１
科目
　または
　「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」
「地学基礎」から２科目

【左記①選択または左記②のうち「基礎
を付していない科目」から１科目選択も
しくは「基礎を付した科目」から２科目
選択】
※２科目以上受験した場合は、「数学」
及び「理科」第１解答科目のうち、得点
の高い科目を合否判定に用いる。
※理科の「基礎を付していない科目」か
ら１科目および「基礎を付した科目」か
ら２科目受験した場合は、得点の高い科
目を合否判定に用いる。

外国語 「英語（筆記及びリスニング）」

【必須】
※筆記又はリスニングのいずれか一方を
受験しなかった場合は、出願資格を有し
ない。

後期日程

国語 「国語」 【必須】

地理歴史
・公民

「世界史Ｂ」「日本史Ｂ」「地理Ｂ」から１科目
「現代社会」「倫理」「政治・経済」「倫理、政治・経済」から１科目

【２科目選択】

数学
・
理科

次の①②いずれかを選択
①「数学Ⅰ・数学Ａ」
②「物理」「化学」「生物」「地学」から１
科目
　または
　「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」
「地学基礎」から２科目

【左記①選択または左記②のうち「基礎
を付していない科目」から１科目選択も
しくは「基礎を付した科目」から２科目
選択】
※２科目以上受験した場合は、「数学」
及び「理科」第１解答科目のうち、得点
の高い科目を合否判定に用いる。
※理科の「基礎を付していない科目」か
ら１科目および「基礎を付した科目」か
ら２科目受験した場合は、得点の高い科
目を合否判定に用いる。

外国語 「英語（筆記及びリスニング）」

【必須】
※筆記又はリスニングのいずれか一方を
受験しなかった場合は、出願資格を有し
ない。

栄 養 学 科

前期日程

国語 「国語」 【必須】

数学 「数学Ⅰ・数学Ａ」 【必須】

理科 「物理」「化学」「生物」から２科目 【２科目選択】

外国語 「英語（筆記及びリスニング）」

【必須】
※筆記又はリスニングのいずれか一方を
受験しなかった場合は、出願資格を有し
ない。

後期日程

数学 「数学Ⅰ・数学Ａ」 【必須】

理科 「化学」「生物」から１科目
【１科目選択】
※２科目受験した場合は、第１解答科目
を合否判定に用いる。

外国語 「英語（筆記及びリスニング）」

【必須】
※筆記又はリスニングのいずれか一方を
受験しなかった場合は、出願資格を有し
ない。
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【配点等】欄
注２　「面接」は、点数化せず、総合判定資料として合否判定に用いる。
注３　「面接」内容は、集団討論（討論課題についてのまとめ文作成を含む）および個別面接とする。
注４　「面接」内容は、集団討論および個別面接とする。

個別学力検査等 配　　　　　点　　　　　等

教科名 科目名等 ２段階選抜 試験の区分 国語 地理歴史 公民 数学 理科 外国語 小論文 面接 配点合計

その他 面接 －

大学入試　　
センター試験

100 100 100 100 100 500

個別学力検査 200 200

計 100 100 100 100 100 200 700

その他 面接 －

大学入試　　
センター試験

100 100 100 100 100 500

個別学力検査
 注４

200
200

計 100 100 100 100 100 200 700

その他 小論文
面接

－

大学入試　　
センター試験

100 100 200 200 600

個別学力検査 200  注２ 200

計 100 100 200 200 200 800

その他 面接 －

大学入試　　
センター試験

100 200 200 500

個別学力検査
 注３

200
200

計 100 200 200 200 700
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　⑵�　平成30年度一般入試における大学入試センター試験「理科」の受験を要する教科・科目およびセンター試験

出願時における科目選択方法について

学科名

一般

入試

日程

本学が指定する大学入試センター試験

「理科」の利用教科・科目

大学入試センター試験

「理科」の科目選択方法（※）
備考

看護学科 前期 理科 「物理」「化学」「生物」から２科目、

または「物理基礎」「化学基礎」「生

物基礎」から２科目

Ａ：理科①から２科目

Ｃ：理科①から２科目及び理科

②から１科目

Ｄ：理科②から２科目

地学基礎、

地学を除く

後期 理科 「物理」「化学」「生物」から１科目、

または「物理基礎」「化学基礎」「生

物基礎」から２科目

Ａ：理科①から２科目

Ｂ：理科②から１科目

Ｃ：理科①から２科目及び理科

②から１科目

Ｄ：理科②から２科目

※�Ｃの場合、「理科①２科目」「理

科②」のうち、得点の高い科

目を合否判定に用いる

※�Ｄの場合、理科②第１解答科

目を合否判定に用いる

地学基礎、

地学を除く

理学療法

学科　　

前期

・

後期

理科 「物理」「化学」「生物」から２科目、

または「物理基礎」「化学基礎」「生

物基礎」から２科目

Ａ：理科①から２科目

Ｃ：理科①から２科目及び理科

②から１科目

Ｄ：理科②から２科目

地学基礎、

地学を除く

社会福祉

学科　　

前期

・

後期

数学

・

理科

のい

ずれ

か

次の⑴⑵いずれかを選択

⑴「数学Ⅰ・数学Ａ」

⑵「物理」「化学」「生物」「地学」か

ら１科目、または「物理基礎」「化学

基礎」「生物基礎」「地学基礎」から

２科目

Ａ：理科①から２科目

Ｂ：理科②から１科目

Ｃ：理科①から２科目及び理科

②から１科目

Ｄ：理科②から２科目

※�Ａの場合、「数学」「理科①２

科目」のうち、得点の高い科

目を合否判定に用いる

※�Ｂの場合、「数学」「理科②第

１解答科目」のうち、得点の

高い科目を合否判定に用いる

※�Ｃの場合、「数学」「理科①２

科目」「理科②第１解答科目」

のうち、得点の高い科目を合

否判定に用いる

※�Ｄの場合、「数学」「理科②第

１解答科目」のうち、得点の

高い科目を合否判定に用いる

栄養学科 前期 理科 「物理」「化学」「生物」から２科目 Ｄ：理科②から２科目 地学を除く

後期 理科 「化学」「生物」から１科目 Ｂ：理科②から１科目

Ｃ：理科①から２科目及び理科

②から１科目

Ｄ：理科②から２科目

※�Ｄの場合、理科②第１解答科

目を合否判定に用いる

物理、地学

を除く

上記以外の科目および配点等については、４～７ページでご確認ください。

※【理科①】･･･物理基礎、化学基礎、生物基礎、地学基礎
　 【理科②】･･･物理、化学、生物、地学
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　⑶　個別学力検査等の試験日時・会場等

　　①　前期日程：平成30年２月25日（日）

　　　�　試験会場開場８：00（看護学科、理学療法学科、栄養学科の受験者は９：30までに試験室に、社会福祉

学科の受験者は12：30までに控室に入ること。）

　　　 【試験会場】　（Ｐ16参照）

　　　　　青森県立保健大学（青森市浜館字間瀬58－１）

　　②　後期日程：平成30年３月12日（月）

　　　�　試験会場開場８：00（受験者は、あらかじめ指定された時刻までに控室に入ること。※各人の面接スケ

ジュールは、受験票送付の際に通知する。）

　　　 【試験会場】（Ｐ16参照）

　　　　　青森県立保健大学（青森市浜館字間瀬58－１）

学部・学科名
時　　間　　及　　び　　内　　容

９:30　  10:00　　　　　 11:30　  12:30　　　　　　　  17:00

健
康
科
学
部

看 護 学 科 説明
小　論　文
（90分）

昼食 面　　　　接

理学療法学科 説明
小　論　文
（90分）

昼食 面　　　　接

社会福祉学科 － － － 面　　　　接

栄 養 学 科 説明
小　論　文
（90分）

昼食 面　　　　接

学部・学科名
時　　間　　及　　び　　内　　容

９:00　  10:00　　　　　 11:30　  12:30　　　　　　　  17:00

健
康
科
学
部

看 護 学 科 面　　　　　　　　　　接

理学療法学科 面　　　　　　　　　　接

社会福祉学科 面　　　　　　　　　　接

栄 養 学 科 面　　　　　　　　　　接
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　⑷　個別学力検査等受験上の注意事項

　[前期日程]

　　①�　看護学科、理学療法学科、栄養学科の受験者は、午前９時30分までに指定された試験室に入り、着席してく

ださい。社会福祉学科の受験者は、12時30分（午後０時30分）までに指定された控室に入り、着席してください。

　　　　なお、受験者は、午前８時から試験会場に入ることができます。

　　②�　小論文試験開始後は、20分以内の遅刻に限り受験を認めますが、試験時間の延長は行いません。

　　③�　小論文又は面接試験のいずれか一方でも受けなかった者（社会福祉学科の受験者においては、面接試験

を受けなかった者）は、受験を辞退したものとして取り扱います。

　　④�　面接開始時刻に不在の受験者は、受験を辞退したものとして取り扱いますので、開始時刻には控室に入っ

てください。

　　　　なお、各人の面接開始時刻については、予め受験票送付の際、スケジュール表を同封します。

　　⑤�　小論文試験中に使用を許可するものは、鉛筆、消しゴム、鉛筆削り、時計（時計機能のみのもの）に限

ります。（耳せんは、監督の指示等が聞き取れないことがありますので、使用できません。）

　　⑥�　受験票は常に携帯し、小論文試験時間中は試験員に明示できるよう机上に置いてください。

　[後期日程]

　　①�　受験者は、あらかじめ指定された時刻までに控室に入り、着席してください。各人の面接スケジュール

については、受験票送付の際、スケジュール表を同封します。

　　　　なお、受験者は、午前８時から試験会場に入ることができます。

　　②�　指定された面接開始時刻に不在の受験者は、受験を辞退したものとして取り扱いますので、開始時刻に

は控室に入ってください。

　　③　受験票は、試験時間中は試験員に明示できるよう常に携帯してください。

　[前期日程・後期日程共通]

　　①�　当日は、「本学の受験票」、「平成30年度大学入試センター試験受験票」、「黒鉛筆（ＨＢを使用すること。

シャープペンシル可）」、「消しゴム」を必ず持参してください。

　　②�　当日受験票を忘れた者は、速やかに試験会場本部で仮受験票の交付を受けてください。また、「本学受

験票」、「平成30年度大学入試センター試験受験票」は入学手続きの際に必要となりますので、試験後も大

切に保管してください。

　　③�　試験中の携帯電話、ＰＨＳ、スマートフォン等の使用は認めません。また、これらについては教室に入

る前に電源を必ず切っておいてください。

　　④�　試験室における受験者間の物品の貸借は一切認めません。

　　⑤�　試験会場では昼食の販売は行いませんので、各自で準備してください。（昼食場所は、試験会場を利用

できます。）

　　⑥　上履きを用意する必要はありません。

　　⑦�　試験会場及びその周辺で合格電報、レタックス等の受付を行う者がいても、青森県立保健大学とは一切

関係なく、トラブル等が生じても責任は負いません。

　　⑧�　事前に試験会場の下見をする場合は、試験前日の午後１時以降に試験会場入口に掲示してある配置図に

より、各自が受験する試験室及び試験会場本部を確かめておいてください。ただし、試験会場の中に入る

ことはできません。

　　⑨　その他必要な事項は、受験票送付の際に併せて通知します。

　⑸　過去問題の使用

　　①�　本学は、「入試過去問題活用宣言」 に参加しており、本学のアドミッションポリシーを実現するため必

要と認める範囲で 「入試過去問題活用宣言」 に参加している大学の入試過去問題を使用して出題すること

があります。ただし、必ず使用するとは限りません。
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　　②　入試過去問題を使用する際は、そのまま使用することも、一部改変することもあります。

　　③　使用した過去問題については、入試終了後、受験生に分かるような形で公表します。

　　④　 「入試過去問題活用宣言」 についての詳細及び参加大学の一覧については、次のＵＲＬをご覧ください。

　　　　http://www.nyushikakomon.jp/

４　出願手続

　⑴　出願期間

　平成30年１月22日 （月） から１月31日 （水） まで〈最終日の午後５時必着〉　

　⑵　出願方法

　　①�　出願は所定の出願用紙、封筒を用い、必ず、「書留速達により郵送」してください。

　　②�　直接持参による受付は、高等学校及びこれに準じる学校が一括して提出する場合のみ認めますが、その

場合でも出願書類は、志願者ごとに所定の封筒に入れ、上記期間内に提出してください。

　　　　受付時間は、午前９時から午後５時までとし、土日・祝日の受付は行いません。

　　③　出願期間後に到着した出願書類は受理しません。

　⑶　出願先

　　　　〒030-8505　青森市浜館字間瀬58－１　青森県立保健大学　教務学生課

　　　　　　　　　　ＴＥＬ　017－765－2144

　⑷　出願書類

出願に必要な書類等 作　　　成　　　方　　　法

Ａ票
入 学 志 願 票

（ 原　　　 票 ）

①�　「Ⅲ　出願書類の記入例及び記入上の注意」（17ページ～）を参照の上、

必要事項をもれなく記入してください。

　� （追加合格、その他緊急に連絡が必要となった際に、電話連絡しますので、

電話番号は必ず記入してください。）

②�　大学入試センターから交付された「平成30年度大学入試センター試験成

績請求票」をＡ票〔入学志願票（原票）〕の所定欄に正しく貼付してくだ

さい。

　�　前期日程試験に志願する者は、当該成績請求票のうち「前期日程用」を、

後期日程試験に志願する者は、「後期日程用」を貼付してください。

③　Ｈ－３票をＡ票の所定欄に貼付してください。

④�　Ｂ票〔入学志願票（電算処理票）〕の大学入試センター試験成績請求番

号欄にはＡ票に貼り付けた成績請求票の番号を間違いなく全て記入してく

ださい。

Ｂ票
入 学 志 願 票

（ 電 算 処 理 票 ）

Ｃ票 写 真 票

①�　「Ⅲ　出願書類の記入例及び記入上の注意」（19ページ）を参照の上、必

要事項をもれなく記入してください。

②�　縦４㎝×横３㎝写真（正面無帽上半身、背景なし、出願前３ヶ月以内に

撮影したもの）の裏面に志望学科、氏名を記入し、写真貼付欄にはがれな

いようにしっかりとのり付けしてください。

　　なお、Ｃ票、Ｄ票ともに同じ写真としてください。
Ｄ票 受 験 票

Ｅ票 受験票送付用封筒

　「受験票」送付用として使用します。所定の封筒に郵便番号、受験票送付

先の住所、志願者氏名を明記し、372円分（速達料含む）の切手を貼付して

ください。

Ｆ票 住 所 票 シ ー ル
　合格通知等の連絡を行うため使用します。郵便番号、住所、氏名を記入す

るとともに、該当する選抜区分を○で囲んでください。

（裏面へつづく）
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　⑸　出願上の注意事項

　　①�　必要な書類の全てが揃っていない場合には受付できませんので、出願の際には十分確認をしてください。

　　　�　また、本学が指定した大学入試センター試験の教科・科目を受験していない者は、本学の一般入試に出

願しても失格とします。出願前に大学入試センター試験の受験教科・科目を十分確認してください。

　　②�　出願書類の記入に当たっては、「Ⅲ　出願書類の記入例及び記入上の注意」（17ページ～）を参照し、楷

書で正しく明瞭に記入してください。

　　　�　また、記入は黒色ボールペン又は黒色インクを使用してください。

　　③�　本冊子添付の各書類は、「前期日程試験用（緑色）」、「後期日程試験用（灰色）」 の２種類ありますので、

書類作成の際には間違わないように注意してください。

　　④�　本学の前期日程試験、後期日程試験の両方に出願することができますが、その場合は、それぞれに出願

書類をそろえて、別々に郵送してください。

　　⑤�　他の国公立大学（ただし、独自日程で入学者選抜試験を行う公立大学・学部を除く。）に合格し、入学

手続きを行った者は、本学を受験しても合格者にはなりません。（重複して入学手続きを行った事実が判

明した場合は、本学の入学許可を取り消します。）

　　⑥�　他の国公立大学（ただし、独自日程で入学者選抜試験を行う公立大学・学部を除く。）の推薦入試の合

格者は、当該大学の推薦入学辞退の許可を得た場合を除き、本学を受験しても合格者にはなりません。（許

可を得ずに入学手続きを行った事実が判明した場合は、本学の入学許可を取り消します。）

　　⑦�　他の国公立大学（ただし、独自日程で入学者選抜試験を行う公立大学・学部を除く。）のＡＯ入試の合

格者は、当該大学のＡＯ入試入学辞退の許可を得た場合を除き、本学を受験しても合格者にはなりません。

（許可を得ずに入学手続きを行った事実が判明した場合は、本学の入学許可を取り消します。）

　　⑧�　他の国公立大学（ただし、独自日程で入学者選抜試験を行う公立大学・学部を除く。）の前期日程試験

に合格し、入学手続きを行った者は、本学の後期日程試験を受験しても合格者にはなりません。（重複し

て入学手続きを行った事実が判明した場合は、本学の入学許可を取り消します。）

Ｇ票 出 願 用 封 筒
　「志望学科」及び「志願者」の各欄に必要事項を記入し、出願書類等を全

て同封して書留速達により郵送してください。

Ｈ票 入学検定料振替用紙

　太枠内に必要事項を記入のうえ、最寄りの金融機関で17,000円を振り込ん

でください。

　Ｈ－３票は、入学志願票（Ａ票）の所定欄に貼付して、本学に提出してく

ださい。〔納入期間：平成30年１月15日（月）～平成30年１月31日（水）〕

　振替手数料は志願者の負担となります。

調 査 書 等

【高等学校（中等教育学校）卒業者及び卒業見込み者】

　文部科学省所定の様式により高等学校長（中等教育学校長）が作成し、厳

封した調査書を提出してください。

【高等専門学校第３学年修了者及び在外教育施設修了者】

　文部科学省所定の様式に準じて作成した調査書を提出してください。

※�　廃校、被災その他の事情により出身学校長の調査書が得られない場合は、次ページ

「（７）調査書が提出できない場合の取り扱い」によるものとします。

【上記以外の者】

　外国において学校教育における12年の課程を修了した者、国際バカロレア

資格取得者、アビトゥア資格取得者、バカロレア資格（フランス共和国）取

得者、文部科学大臣の指定を受けた者及び高等学校卒業程度認定試験合格者

（旧規程による大学入学資格検定合格者を含む。）については、当該試験等

の成績証明書を提出してください。

※　出願書類のうち、外国語で書かれた証明書等には、その日本語訳を添付してください。
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　　⑨�　出願受付後の出願事項の変更は認めません。ただし、氏名、住所、電話番号に変更があった場合は、次

の連絡先まで連絡してください。

　　　＜連絡先＞

　　　〒030-8505　青森市浜館字間瀬58－１　青森県立保健大学　教務学生課

　　　　　　　　　ＴＥＬ　017－765－2144

　　⑩�　受験票は、出願期間終了後、面接スケジュール表とともに本人あてに送付します。各日程試験日の７日

前までに受験票が届かない場合には、上記連絡先までお問い合わせください。

　　⑪�　入学を許可した後であっても、提出された出願書類の記載と相違する事実が判明した場合には、入学を

取り消すことがあります。

　　⑫�　振込済みの入学検定料は、次の場合を除き、いかなる理由があっても返還しません。

　　　・�入学検定料を振り込んだが、出願書類を提出しなかった場合

　　　・�入学検定料を振り込んだが、出願書類が受理されなかった場合

　　　・�誤って入学検定料を二重に振り込んだ場合

　　　※��上記の場合は、速やかに青森県立保健大学教務学生課までお問い合わせください。

　⑹　身体に障害等を有する入学志願者の事前相談について

　　�　本学に入学を志願する者で、身体に障害等（学校教育法施行令第22条の３に定める程度）を有する者は、

受験上及び修学上の特別な配慮を必要とすることがあるので、平成30年１月５日（金）までに上記青森県立

保健大学教務学生課まで連絡し、相談してください。

　　　必要な場合には、本学において志願者及び関係者等と面談を行います。

　⑺　調査書が提出できない場合の取り扱い

　　�　本学に入学を志願する者で、廃校、被災その他の事情により出身学校長の調査書が得られない者について

は、平成30年１月12日（金）までに上記青森県立保健大学教務学生課まで連絡し、相談してください。

　　�　なお、この場合の取り扱いは、原則として次のとおりとします。

　　　・卒業証明書、成績通信簿その他入学志願者が提出できる書類をもって調査書に代えるものとする。

　　　・入学志願者本人の被災により、上記書類も整えられない場合は、出身学校を所管する教育委員会、知事

又は出身学校長が作成した証明書をもって調査書に代えるものとする。

５　合格発表

　⑴　発表日時

　⑵　発表方法

　　①�　青森県立保健大学内に掲示板を設け、合格者の受験番号を掲示するとともに、合格者に合格通知を郵送

します。

　　②　電話、郵便、電子メール等による問い合わせには応じません。

選抜区分 発　　表　　日　　時

前期日程試験 平成30年３月５日（月）　　　　午前10時

後期日程試験 平成30年３月21日（水・祝日）　午前10時

〈インターネットによる合格者受験番号の提供〉

　合格発表の当日午前10時からインターネットにより合格者受験番号の提供を行

います。 アドレスは下記のとおりです。 

　本学ホームページ　http://www.auhw.ac.jp/
　携帯電話サイト　　http://daigakujc.jp/auhw/
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　⑶　追加合格発表

　　①�　前期日程試験、後期日程試験それぞれの入学手続終了後に、各学科の募集人員に欠員が生じた場合には、

追加合格の連絡を行うことがあります。（ただし、合格者発表時に追加合格候補者番号は発表しません。）

　　②�　この場合には、３月28日（水）から該当する受験生に対して、志願票に記載された 「合格通知受信場所」 

に電話により入学の意思を照会しますので、確実に連絡がとれるようにしておいてください。追加合格の

入学手続きは、その際に説明します。

　　③�　該当する受験生が不在等のため、連絡・確認できなかった場合は、入学の意思がないものとして取り扱

うことがありますので、この期間に外出する場合は、家族など在宅者に連絡先を明らかにしておいてくだ

さい。

６　入学手続、初年度納付金等

　⑴　入学手続

　　①　期間

　　　＊�　入学手続は、必要な書類を揃え、郵送（期間内必着）するか、または直接下記の場所に持参してくだ

さい。

　　　＊　期間内に手続を完了しなかった者については、入学を辞退したものとして取り扱います。

　　　＊　土日の受付は行いません。

　　②　場所　青森市浜館字間瀬58－１

　　　　　　　青森県立保健大学　教務学生課　　ＴＥＬ　017－765－2007

　　③　方法　入学手続の詳細及び必要な書類は、合格通知とともに送付します。

　　④　その他

　　　�　入学手続時に本人と保証人２名の連署の誓約書・保証書を提出していただきます。保証人のうち１人は、

一親等の親族（両親等）又はこれに準ずる方とし、もう１人は、前述の方とは別世帯で独立生計を営む成

年者となりますので、あらかじめ保証人となる方に了承を得てください。

　⑵　初年度納付金

　　①　入学料

　　　　入学手続の際には、下記の入学料を納付する必要があります。

　　　　ア　県内者　　　　２２５， ６００円

　　　　イ　それ以外の者　３３８， ４００円

　　　　　�　入学料の取扱いに関する「県内者」とは、本人又はその配偶者若しくは一親等の親族が入学の日の

１年前から引き続き青森県内に住民登録を有する者をいいます。推薦入試（一般推薦）の募集人員枠

の「県内者」「県外者」の区分とは異なります。

選抜区分 入　学　手　続　期　間

前期日程試験
平成30年３月５日㈪から３月15日㈭まで　　　　　　　　　　　
時間：午前９時から午前11時45分まで及び午後１時から午後５時まで

後期日程試験
平成30年３月21日（水・祝日）から３月27日㈫まで　　　　　　　
時間：午前９時から午前11時45分まで及び午後１時から午後５時まで
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　　②　授業料

　　　　ア　金　　額　　年額　５３５， ８００円

　　　　イ　納付方法　�　入学後に前期（納付期限４月末日）、後期（同10月末日）の２回に分けて納付する必

要があります。

　　③　その他

　　　　ア　上記入学料及び授業料は、平成29年度の額であり、改定する場合があります。

　　　　イ　在学中に授業料が改定になった場合は、改定後の額となります。

　　　　ウ　上記入学料及び授業料以外に必要な経費

　　　　　　・後援会費　50,000円（４年分）

　　　　　　・同窓会費　10,000円（終身会費）

　　　　　　・学外実習負担金

看 護 学 科 14,000円

理学療法学科 15,000円

社会福祉学科  5,000円

栄 養 学 科  5,000円

　　　　　　・ほか、実験実習費、傷害保険料等

　　　　　　詳細については、合格通知とともにお知らせします。

　⑶　その他

　　①　奨学金

　　　ア�　日本学生支援機構が貸与する奨学金には、第一種［在学採用・緊急採用］（無利子貸与）と第二種［在

学採用・応急採用］（有利子貸与・年３％以内）があり、その貸与月額は、第一種［在学採用・緊急採用］

自宅通学者は30,000円、45,000円から選択、自宅外通学者は30,000円、51,000円から選択、第二種［在

学採用・応急採用］は30,000円、50,000円、80,000円、100,000円、120,000円から選択できることになっ

ています。（平成29年度入学者）

　　　イ　この他にも、地方公共団体や民間団体の奨学金制度があります。

　　②　授業料の免除等

　　　�　経済的理由によって授業料の納入が困難であり、かつ、学業が優秀であると認められる者、その他特に

必要があると認められる者については、授業料の全部若しくは一部を免除し、又は徴収を猶予する制度が

あります。

　　③　学生寮について

　　　�　学生寮は、本学の教育施設の一つとして、本学の理念や使命にかなう人材を育成する上で必要とされる

教育（コミュニケーション、実習、演習等）の基礎を作るとともに、社会人基礎力を育成することを目的

としています。詳細は本学ホームページをご覧ください。

７　個人情報の取り扱い

　⑴　利用目的

　　　志願者から提出いただいた個人情報は、入学者選抜のほか、次の範囲で利用させていただきます。

　　①　入学者の学籍管理及び学生生活支援に関すること。

　　②　入学者選抜の改善のための調査・研究に関すること。

　　③　その他、教育・研究に関すること。
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【交通案内】
鉄　道

駅柳小はたま駅森青東でき行面方戸八道鉄森い青、）線本羽奥（し由経を駅森青らか駅森青新 ●　
で下車、いずれも大学まで徒歩約10分（約１㎞）

バス（青森市営バス）
　●新青森駅南口から東部営業所方面行きで青森駅前バス停で下車（約15分）

大健保立県で）る限に由経校高星の明（線山沢・地団山戸らか）場り乗番３（停スバ前駅森青 ●　
学前バス停まで（約20分）

車・タクシー
　●青森駅から約20分、新青森駅から約25分
　●青森自動車道（青森中央IC）から約15分
　●青森空港から約30分
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Ⅱ　試験会場案内

　⑵　第三者への提供

　　�　上記⑴の各業務での利用にあたっては、一部の業務を本学より当該業務の委託を受けた業者において行う

ことがあり、その場合、当該業者に対して、委託した業務を遂行するために必要となる限度で、知り得た個

人情報の全部又は一部を提供します。

　⑶　国公立大学間の情報提供

　　�　国公立大学の分離分割方式による合格及び追加合格決定業務を円滑に行うため、氏名及び大学入試セン

ターの受験番号に限って、合否及び入学手続き等に関する個人情報を独立行政法人大学入試センター及び併

願先の国公立大学に提供します。
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Ⅲ　出願書類の記入例及び記入上の注意

　　　本学所定の用紙に記入してください。

　　　　１．書類への記入は黒色ボールペン又は黒色インクを使用してください。

　　　　２．本文は楷書、数字は算用数字を用い、正確明瞭に記載してください。

　　　　３．※印の欄には何も記入しないでください。

　　　　（記入例は、前期日程試験を例としていますが、後期日程試験もこれに準じて記入してください。）
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